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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月2日(2009.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超電導コイルと、この超電導コイルを収納し極低温液体冷媒を貯液する極低温容器と、
この極低温容器内で蒸発する極低温冷媒ガスを冷却し、再液化する冷却機と、極低温冷媒
ガスを外部に排出する外部排気管と、上記極低温容器内に極低温液体冷媒を注液するため
の注液口とを有し、筒形状であり、その中心軸が水平方向に配置され、上記極低温容器を
収納し、その内部が真空状態に維持される真空容器を有する超電導磁石において、
　上記真空容器の上方部に平坦面が形成され、この平坦面上に、少なくとも上記外部排気
管が配置されていることを特徴とする超電導磁石。
【請求項２】
　請求項１記載の超電導磁石において、上記真空容器は、長軸が水平方向であり、短軸が
垂直方向である楕円筒形状であり、この楕円筒の上方部に上記平坦面が形成されているこ
とを特徴とする超電導磁石。
【請求項３】
　請求項１記載の超電導磁石において、上記平坦面に、上記外部排気管と、上記冷却機と
、上記注液口とが配置されていることを特徴とする超電導磁石。
【請求項４】
　請求項３記載の超電導磁石において、上記外部排気管と、上記冷却機と、上記注液口と
は、上記平坦面と、側面部との境界近辺に配置されていることを特徴とする超電導磁石。
【請求項５】
　請求項２記載の超電導磁石において、上記真空容器の楕円筒形状両側面部には、上記平
坦面から下方部にまで延びる凹部が形成されていることを特徴とする超電導磁石。
【請求項６】
　請求項２記載の超電導磁石において、上記真空容器の楕円筒形状両側面部の端部領域に
は、上記平坦面から下方部にまで延びる窪み部が形成されていることを特徴とする超電導
磁石。
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【請求項７】
　請求項５記載の超電導磁石において、上記平坦面の中央領域に窪み部が形成され、この
窪み部に上記外部排気管と、上記冷却機と、上記注液口とが配置されていることを特徴と
する超電導磁石。
【請求項８】
　請求項５記載の超電導磁石において、上記平坦面の中央領域に窪み部が形成され、この
窪み部に上記外部排気管が配置され、上記楕円筒形状側面部に、上記冷却機と、上記注液
口とが配置されていることを特徴とする超電導磁石。
【請求項９】
　請求項８記載の超電導磁石において、磁石監視手段をさらに備え、上記楕円筒形状側面
部に、上記冷却機と、上記注液口と、上記磁石監視手段が配置されていることを特徴とす
る超電導磁石。
【請求項１０】
　超電導コイルと、この超電導コイルを収納し極低温液体冷媒を貯液する極低温容器と、
この極低温容器内で蒸発する極低温冷媒ガスを冷却し、再液化する冷却機と、極低温冷媒
ガスを外部に排出する外部排気管と、上記極低温容器内に極低温液体冷媒を注液するため
の注液口とを有し、筒形状であり、その中心軸が水平方向に配置され、上記極低温容器を
収納し、その内部が真空状態に維持される真空容器を有する超電導磁石において、
　この真空容器の筒状側面部には、凹部が形成され、この凹部に、上記外部排気管と、上
記冷却機と、上記注液口とが配置されていることを特徴とする超電導磁石。
【請求項１１】
　請求項１０記載の超電導磁石において、上記真空容器は、長軸が水平方向であり、短軸
が垂直方向である楕円筒形状であることを特徴とする超電導磁石。
【請求項１２】
　請求項１１記載の超電導磁石において、上記凹部は、筒状側面部の上方部から下方部に
まで延びていることを特徴とする超電導磁石。
【請求項１３】
　請求項１２記載の超電導磁石において、上記凹部に配置される磁石監視手段をさらに備
えることを特徴とする超電導磁石。
【請求項１４】
　請求項１０又は１１記載の超電導磁石において、上記凹部は、筒状側面部の上方部側に
形成されていることを特徴とする超電導磁石。
【請求項１５】
　請求項１４記載の超電導磁石において、上記凹部を覆い、開閉可能に支持されたカバー
を備えることを特徴とする超電導磁石。
【請求項１６】
　静磁場発生手段と、傾斜磁場発生手段と、高周波信号送受信手段と、この高周波送受信
手段により受信した被検体からの核磁気共鳴信号に基づいて画像を再構成する画像再構成
手段と、上記静磁場発生手段、傾斜磁場発生手段、高周波信号送受信手段及び画像再構成
手段の動作を制御する制御手段とを備える磁気共鳴イメージング装置において、
　上記静磁場発生手段と、傾斜磁場発生手段と、極低温液体冷媒を貯液する極低温容器と
、この極低温容器内で蒸発する極低温冷媒ガスを冷却し、再液化する冷却機と、極低温冷
媒ガスを外部に排出する外部排気管と、上記極低温容器内に極低温液体冷媒を注液するた
めの注液口とを有し、筒形状であり、その中心軸が水平方向に配置され、上記極低温容器
を収納し、その内部が真空状態に維持される真空容器を備え、
　上記真空容器の上方部に平坦面が形成され、この平坦面上に、少なくとも上記外部排気
管が配置されていることを特徴とする磁気共鳴イメージング装置。
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